
 

第７期第１回中地区公民館運営審議会  会議次第 

 

 

令和元年 6月 10 日（月）午後 2時 00 分～  

                    

会 場 中地区公民館 4 階 講座室 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 館長あいさつ 

 

 

 

３ 委員紹介（自己紹介） 

  議長・副議長選出 

 

 

 

４ 議 事 

（１）平成３０年度事業報告について ・・・・・・・・・・・ 資料 1-1，1-2，1-3 

（２）令和元年度事業計画について ・・・・・・・・・・・ 資料 2-1，2-2，2-3 

（３）令和元年度新潟市公民館事業の基本方針・・・・・・・・資料 3 

 

 

 

５ その他事項 

 

 

 

６ 連絡事項など 

（１）平成３０年度事業評価コメント記入シートの提出について 

（２）令和２年度公民館事業提案シートの提出について 

 （３）第７０回新潟県公民館大会の参加について 

 

 

７ 閉 会 



中地区公民館
連 携

回数 時間帯
参加者数

（人）
延参加者数

（人）
市・区

学校・地域教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治連・
老人会等

運審委員・活動
協力員・ボラン
ティア

　1．地域コミュニティ活動の
　　　活性化支援

1
コミュニティ・コーディネーター育成講座
「東区ジブン☆ミライカイギ」

新たな地域活動の担い手の人材発掘及びネットワーク形成・多様な立場
の人と意見交換することで，自分自身の働き方や生き方を見直すきっかけ
とする・自分の住む地域について考え，知るきっかけとすることを目的に実
施した。

成人 1月 1 午後 16 16 ○

石山地区公民館と共催

2
コミュニティ協議会等との共催事業
「夏まっさかりフェスタ」

地域住民の多世代交流および山の下まちづくりセンターの認知度アップを
目的に、山の下・桃山コミュニティ協議会及び山の下まちづくりセンターと
の共催で、夏まつりを開催した。 総合 7月 1 午後 149 149 ○

山の下・桃山コミ協、山
の下まちづくりセンター

3
アクティブシニア講座
「山登り入門」「家庭で楽しむおいしい！手
打ちうどん入門講座」

人生を楽しく豊かに過ごすため，さまざまな趣味にチャレンジする。11月に
は体力作り，健康づくりに役立ち，仲間作りにつながる山登りの入門講座
（2回連続）を開催した。1月には「家庭で楽しむおいしい！手打ちうどん入
門講座」を開催した。

成人 11月・1月 3 午前・午後 24 25 ○

九期山の会

4
ユースセミナー
「２０～３０代限定!!ちょっと豪華な木曜日」

地域で働く方の話を聞くことで，自身の可能性や視野を広げる・地域につ
いて知り，興味・関心を高め，地域活性化につなげることなどを目的に実施
した。地元企業を会場・講師に，木製ティッシュボックス作成・コーヒーの淹
れ方等を実施した。

成人
11月～12

月
3 夜間 15 26

5

地域のたから再発見事業
「民話体験講座」・「中地区地域楽会員と歩
く山の下☆今昔まちあるき」・「桃山小学校
桃山・山の下の昔の話を聞く会」

地域学習サークル「中地区地域楽」と連携し、地域への関心を高め理解を
深める学習会を実施。・「民話体験講座」では語り手養成を4回連続で実施
し，自主グループ化した。「中地区地域楽会員と歩く山の下☆今昔まちある
き」では山の下周辺のまちあるきを実施した。「桃山小学校桃山・山の下の
昔の話を聞く会」では2回連続で桃山小学校3年生を対象に実施した。

総合 8・9・11月 6 午前・午後 136 273

中地区地域楽

　2．学・社・民の融合 6
ふれあいスクール公民館出前型
「大形ぽてっ子サークル 特別編 味噌づくり
体験」

大形中学校ＰＴＡと共催し、保護者と地域の大人による味噌づくりと味噌を
使った料理教室を開催し、食育についての意識啓発を図るとともに地域の
交流を行った。 成人 6月・11月 2 午前 26 46 ○ ○ ○

大形中、大形民生委員，
運審委員

7
サークル活動でふれ合おう
（桃山小学校総合体験学習）

桃山小学校３年生の総合学習として、公民館見学やサークル活動への参
加を通じて児童と地域の人々とのふれ合いを深めることを目的に実施。5
月31日・6月28日・7月12日・9月13日に実施。手話・茶道・生け花・将棋・卓
球サークルと桃山小学校3年生がサークル体験を通じて交流した。

総合 6月～9月 4 午前 141 522 ○ ○

桃山小学校

　3．家庭の教育力向上 8
乳児期家庭教育学級（第2期）
「ゆりかご学級」

乳児の保護者を対象に、保護者の学びと仲間づくりの場となる連続講座を
開催した。

成人 6月～7月 5 午前 20 90 ○

9
乳児期家庭教育学級（第4期）
「ゆりかご学級」

乳児の保護者を対象に、保護者の学びと仲間づくりの場となる連続講座を
開催した。

成人 1月～2月 5 午前 19 77 ○

10

幼児期家庭教育学級

「ママ研究室
　ラ　　ボ

～守りたい！子どものこと，マ

マの心，家計～」

幼児期の子ども持つ親同士が，子育て中の不安や悩み，喜びをみんなで
共有し，専門的な知識を得ることで，今後の子育てや生活をより豊かに充
実したものとすることを目的に開催した。子どもの権利の講義，教育資金
の講義，怒り方の講義，グループワークなどの学習会を実施した。

成人 5月～6月 5 午前 29 121

企画・実行委員4人

11
幼児期家庭教育学級
「親子のびのび広場」

幼児の保護者の学びと交流の場として、また子どもの成長の場として、親
子あそびを実施。父親が参加しやすいよう土曜日に開催し、子育てへの参
画を促す機会とした。 総合 1月 2 午前 19 34

12
小学生期家庭教育学級
「聴いてスッキリ！親も子も笑顔になる！
極意を伝授します」

子どもを持つ親として必要な知識や心構えを学ぶとともに，子どもが自分ら
しく健全に成長できるよう，親としてどう関わればよいか考える機会とする。
ストレスとうまく付き合うコツ，命の視点から子育ての意味を考える，親子
のよりよいｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図るスキル，子どもや親自身の自己尊重・自己肯
定感について考える講座を開催予定。

成人
11月～12

月
4 午前 29 92 ○

企画委員4人

13 保育連絡会

各事業の保育室運営を円滑に行うための、保育者との情報交換会を開催
した。

成人 4月 1 午前 6 6

14 子育てサロン「ひだまり」

ボランティアスタッフの協力により、保育室を会場に未就園児と保護者の仲
間づくりや情報交換の場を提供。保健師の育児相談や絵本の読み聞かせ
などを実施した。 総合 4月～3月 49 午前 4.9 238 ○ ○

東区健康福祉課、山の
下図書館，活動協力員

備考

平成30年度事業実施状況（最終報告）

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象
H30実施状況実施（予

定）
月

連続講座 

連続講座 

自由参加 

連続講座 

連続講座 

毎回募集 

平均 

資料1-1 

連続講座 

連続講座 

連続講座 

連続講座 
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　3．家庭の教育力向上 15
子育てサロン「ひだまり」スペシャル「マ
ザーズハローワークへようこそ」「人形劇お
おきなかぶ」

子育てサロン「ひだまり」を周知するために、単発のイベントを開催。9月6
日に再就職のためのミニ講座「マザーズハローワークへようこそ」10月18
日に「人形劇おおきなかぶ」を実施した。 総合 9月・10月 2 午前 34 34 ○

人形劇サークル「みっく
すじゅうす」
ハローワーク新潟マザー
ズハローワーク

16 子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」

ボランティアサポーターや大形地区の民生委員の協力により、大形まちづ
くりセンターを会場に、未就園児と保護者の仲間づくりや情報交換の場を
提供した。 総合 4～3月 38 午前 7.6 288 ○ ○

大形民生委員

17
子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」スペ
シャル「わいわい元気に！七夕運動会」
「親子で楽しむクリスマスコンサート」

子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」を周知するために、単発のイベント
を開催。7月4日に「わいわい元気に！七夕運動会」を実施した。12月19日
には「親子で楽しむクリスマスコンサート」でハンドベルを聞いたり一緒に歌
うミニコンサートを開催した。

総合 7月・12月 2 午前 37 37 ○ ○

大形民生委員
学生ボランティア

18 おはよう朝ごはん料理講習会

早寝早起き朝ごはん運動の推進を目的に、親子を対象に栄養バランスを
考えたメニューの調理実習を開催。（桃山・大形で実施）桃山小学校区では
11月4日に開催した。11月17日に大形で実施した。 総合 11月 2 午前・午後 66 66 ○

桃山小校区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議
会・大形小学校区ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ協議会

　4．青少年の生きる力育成 19 ジュニア将棋教室

日本文化としての将棋を学ぶとともに、基本的な礼儀や社会的なルールを
身につけることを目的に、連続講座を開催した。

少年 4月～3月 19 午前 39 305 ○

日本将棋連盟・新潟市
将棋普及協議会，学生
ボランティア（新潟大学
将棋部）

20
少年体験事業
「きらきらチャレンジ」

調理実習や工作などの体験活動を通して、自ら考え取り組む姿勢を育む。
また異年齢での集団活動の中で、協調性や社会性を身につける機会とす
る。各回募集で7月24日は「ロボットで遊ぼう！」，8月3日は「大なわとびに
挑戦！」，12月26日は「寄せ植えでお正月を迎える玄関飾りを作ろう！」を
実施した。

少年
7月・8月・

12月
3 午前 23.0 69

21 子ども学習会

①定時に公民館に通うことで，長期休暇中も規則正しく過ごす習慣をつけ
る。②学校から出された宿題をやりきることで，休暇終了後に自信を持って
学校に行けるようにすることを目的に実施した。夏季は６日間，冬季は４日
間山の下小・桃山小4・５・６年生を対象に実施した。夏季参加人数27人，
冬季参加人数14人。

少年 8月・12月 10 午前 41 163

新潟県生涯学習推進協
会

22
青少年の居場所事業
「ホットプレイス」

学校や家庭以外に、こどもたちが安心できる「居場所」を設ける。また地域
の大人と子どもがふれあえる場とした。

少年 4月～3月 345
午前・午後・夜

間
17.2 5,924

23 学習室開放事業

青少年の個人学習の支援を目的に、公民館の会議室を学習スペースとし
て提供した。

少年 4月～3月 154
午前・午後

夜間
1.4 221

24
少年体験事業
「大形ぽてっ子サークル～夏の面白体験
学習～）」

体験活動を通して自ら考え、取り組む姿勢を育む。また異年齢での集団活
動の中で、協調性や社会性を身につける機会とする。各回募集で「かわい
いどんぐり細工」「行ってみよう，やってみよう！夏のおもしろ体験」「木で作
る音が鳴る鈴の小箱」「大型スクリーンでアニメを楽しもう」を実施した。

少年 7月～8月 4 午前・午後 24.0 96 ○

学生ボランティア

　5．高齢者の学習・
　　社会参加支援

25 ちいきのサロン「この指とまれ」

中高年の社会参加を促し、交流の輪を広げること、個人の経験や能力を
生かし、生きがいを持って生活できることを目的に開催。公民館版の「地域
の茶の間」であり、自由な歓談を中心に、ときどき講演会やイベントを実施
した。

高齢者 4月～3月 24 午前 15.0 359 ○

活動協力員

26 健康体操教室

体操で体を動かすことで，生活習慣病や寝たきりを予防する，会話による
認知症の予防やコミュニティづくりに役立てる，自主グループ化することに
より公民館利用の活性化を図ることを目的に8月～9月に４回連続講座を
開催した。

高齢者 ８・９月 4 午後 22.0 49

6.現代的課題 27

法務省委託事業（平成30年度人権啓発活
動地方委託事業「障がいがあってもなくて
も支え合えばみんな一緒！障がい者に関
する人権を考えよう☆共に生きるまちづくり
人権講演会」

障がいのある人への理解不足や誤解，偏見をなくすため，障がいの多様
性を認識し，障がいや障がいのある人に対する理解を深めることを目的
に，平昌パラリンピック入賞選手出来島桃子選手・新潟県中途失聴・難聴
者協会新潟支部会員会員等を講師に開催した。

総合 １０月 1 午後 43 43 ○ ○

人権擁護委員・障がい福
祉課

28 冬休み映画鑑賞会

子どもも大人も対象に情緒を豊かにする目的で実施した。

総合 １２月 1 午後 18 18 ○

運営審議委員

自由参加 

連続講座 

毎回募集 

自由利用 

自由利用 

自由参加 

連続講座 

平均 

平均 

平均 

平均 

平均 

平均 

毎回募集 

連続講座 

平均 
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　7．その他 29 文化祭

公民館の定期使用団体（サークル）の作品展示、音楽芸能活動の発表
会。
10月21日の音楽芸能カラオケ発表会は550人が参加，11月3日4日の作品
展示・写真展は490人が参加。11月10日の社交ダンスパーティーは42人が
参加。

総合 10～11月 4
午前・午後・夜

間
1,082 1,082

中地区公民館使用団体
連絡協議会

30 定期使用団体研修会

公民館利用についての意見交換会と次年度の定期利用の説明会を開催。
11月10日に実施。各団体の会計における通帳の利用について意見交換を
した。 成人 11月 1 午後 62 62

31 サークル体験学習会

公民館の定期使用団体（サークル）の活動の活性化のため、強化月間を
設けてサークル体験会を開催し、新規会員の募集を行った。

総合 3月 56 午前・午後・夜間 12.4 696

中地区公民館使用団体
連絡協議会

32 自主グループ育成事業

公民館の定期使用団体（サークル）の新規会員募集を支援するため、サー
クル体験会の実施について広報や助言等を行う。

総合 4月～10月 34 午前・午後 0.5 18

中地区公民館の定期使
用団体

33 公民館親睦卓球大会

複数ある卓球サークルで試合を行うことで，各サークルの親睦を深めるこ
とを目的に，混合ダブルスでの卓球大会を実施した。

総合 3月 1 午前 29 29 ○

活動協力員・中地区公
民館の定期使用団体

796 2,208 11,274合計

自由参加 

自由参加 

自由参加 

平均 

平均 



石山地区公民館

連 携

回数 時間帯
参加者数

( 人)
延参加者数

( 人)
市・区

学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボラ
ンティア

1 お互いさまネット石山

高齢化によって発生する地域の問題を把握し、地域を中心にした支え合いのまちづ
くりを目指した。

総合 6～7月 4 午前 36 133 ○

石山管内４コミュニティ協
議会（中野山・東中野山・
南中野山・江南小学校区
コミ協）

2
地域発見講座
「ファインダーのこっち側」

地元住民たちが見過ごしがちな地域の魅力等を掘り起こし，郷土愛を育む。夜間に
開催することで，日頃，公民館へ足を運ばない人たちが参加できる環境づくりに努め
た。

総合 9月～2月 3 午後・夜間 95 95

3 ご近所だんぎ

地域課題をテーマとして取り上げ，学習・話し合いを行うことで，地域で支えあうまち
づくりについて考えるきっかけとした。

総合
4月～3月
(9・12月除く）

10 午後 39.8 398 ○
ご近所だんぎ世話人(東
区地域住民)

4 「すごぼり」の桜並木を歩こう

コミュニティ協議会等と連携し、すごぼりの桜並木の散策・ゴミ拾いを通じて，地域コ
ミュニティ活動の活性化及び地域の子どもとおとなの交流及び環境美化意識を深め
る機会とした。

総合 4月 1 午前 180 180 ○ ○
南中野山小学校区コミュ
ニティ協議会、同校PTA、
東区社会福祉協議会

5 親子で笹団子づくり

郷土料理である笹団子の調理を通して、地域の子どもとおとな、また子ども同士、お
とな同士が交流し合う機会とした。 総合 6月 1 午前 52 52 ○ ○

南中野山小学校区コミュ
ニティ協議会

6 紙ヒコーキ選手権

子どもから大人までが作ることができ，一緒に楽しむことができる紙ヒコーキを通じ
て，江南小学校区での多世代交流の場とした。

総合 11月 1 午後 135 135 〇 〇
江南小学校区コミュニティ
協議会

7 石山地区芸能まつり

公民館利用団体等の音楽・芸能団体が実行委員会を組織し開催する芸能まつり。
日頃の学習の成果を発表することで地域住民への文化の還元に努めた。 総合 5月 1 午後 160 160  　 ○

石山地区芸能まつり実行
委員会

8 いしやま寄席

とやの落語会による寄席。地域住民の交流を図るほか，笑いによる健康寿命延伸を
図った。また，文化祭期間中に開催することで2つの事業の相乗効果もあった。 総合 9月 1 午前 42 42 文化祭期間中開催

9
【新規】
歌声喫茶　昼のヒットパレード

高齢者でも歌いやすい1970年代のヒット曲を，参加者で一緒に歌うことを通じ，地域
住民の交流，歌による健康増進を図った。 総合 9月 1 午後 79 79 文化祭期間中開催

10 TAMIさんのドタミファソラシド音楽会

音楽を通じて参加親子同士の交流を図るほか，身近で会いに行けるプロフェッショナ
ル（シンガーソングライター）と交流できる機会を提供した。 総合 9月 1 午後 53 53 文化祭期間中開催

11
【新規】
心に響く冬のコンサート

公民館利用団体等の音楽活動団体で実行委員会を組織し，開催するコンサート。日
頃の学習の成果を発表することで，地域住民への文化の還元に努めた。 総合 12月 1 午後 140 140 〇

心に響く冬のコンサート実
行委員会

12
【新規】
木の香りを楽しむ　ミニ木工塾

夏休み中に開催した石山あそび隊～木の小笛づくりが好評で抽選に漏れた子どもたちが多
かったため，文化祭期間中に木工教室を開催し，木を使っての工作の機会を再度提供し
た。若い世代の親子などが文化祭に足を運ぶきっかけにもなった。

総合 9月 1 午前・午後 55 55 文化祭期間中開催

13
【新規】
人形劇サークル「赤ずきん」公演

人形劇を通じて地域の親子で観劇することを通じ，子どもの情操教育，親子交流を
図った。

総合 10月 1 午前 53 53 〇
江南小学校区コミュニティ
協議会

14
【新規】
若者行方不明3万人

失踪する若者の実態を踏まえ，家庭・地域でどのような対応ができるかを考える契
機とした。

総合 1月 2 午後・夜間 63 63 〇 石山中学校

15 スイーツデコレ大作戦
参加者相互の交流機会の提供。地域の達人と触れ合い，地域の素晴らしさについ
て学ぶ機会を提供した。

総合 1月 1 午後 28 28 〇 中野山小学校

16
【新規】
おうち珈琲ミニセミナー

生きがいづくりの機会の提供した。「おうち珈琲充実セミナー」で抽選漏れが多数出
たため，学習機会の再提供した。

総合 3月 1 午前 14 14

17
【新規】
おとなの部活

大人の暮らしをもっと愉しむための学習とモノづくりを行った。 成人 12月 2 午前 9 11

18 ふれあいスクール公民館出前型

学校と公民館，地域住民が協働で，小学校文化祭時に茶室を運営。地域と学校，そ
して地域住民間での交流やふれあいの場を創出した。 成人 10月 1 午前 40 40 ○ ○

東中野山小学校、学校支
援ボランティア、公民館利
用団体等

19
学・社・民融合の学校出前講座
「夏休みものづくり」

学校を会場に、公民館と学校、地域住民が協働し、工作等の地域の達人が小学生
に教えることで交流を図った。（竹とんぼ・ペットボトル風鈴・ストラップづくり） 少年 8月 1 午前 29 29 ○ ○

東中野山小学校、学校支
援ボランティア

20 ポプリ作り講習会

ポプリ作りを学びながら，石山中学校生徒と地域住民の交流を支援した。

総合 7月 1 午後 32 32 〇 〇 石山中学校，活動協力員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年度事業実施状況(最終報告）                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 実施(予定)月

H30実施状況

備考

　1．地域コミュニティ活動の
　　　活性化支援

　2．学・社・民の融合による人
づくり・地域づくり

自由参加 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

連続講座 

資料1-2 

自由参加 

自由参加 

平均 



石山地区公民館

連 携

回数 時間帯
参加者数

( 人)
延参加者数

( 人)
市・区

学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボラ
ンティア
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重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 実施(予定)月

H30実施状況

備考

資料1-2 

21
乳児期家庭教育学級（第3期）
「ゆりかご学級」
※自主グループ立ち上げ

乳児の保護者を対象に、保護者の学びと仲間づくりを目的として連続講座を開催し
た。 成人 10月～11月 5 午前 22 100 ○

石山地域保健福祉セン
ター

22
幼児期家庭教育学級
※自主グループ立ち上げ

幼児の保護者を対象に、保護者の学びと交流の場となる連続講座を開催した。

成人 2月～3月 5 午前 22 104 ○ ○ 東区総務課

23 子育てサロン「りんごランド」

地域のボランティアスタッフが見守る中で，０歳からの未就園児が思い切り体を使っ
て遊べる場を提供。また，保護者の情報交換や仲間づくりの場を提供した。

総合 4月～3月  午前 296.0 296 ○ ○

石山地域保健福祉セン
ター、子育てサロンボラン
ティアスタッフ、公民館利
用団体

24 子育てサロン「いちごランド」

保育室を使い、０歳から未就園児までの親子の居場所と情報交換や仲間づくりの場
を提供した。

総合 4月～3月 22 午前 631 631 ○
ぐりとぐら、子育てサロン
ボランティアスタッフ

25 おはよう朝ごはん料理講習会

地域住民や子どもたちを対象に、栄養バランスを考えた料理講習会を開催し、早寝
早起き朝ごはん運動を推進した。（江南小・牡丹山小・竹尾小）

総合 8・11・12月 3 午前・午後 105 105 〇 ○ 　

江南小学校区コミュニティ
協議会、牡丹山小学校区コ
ミュニティ協議会、木戸地域
コミュニティ協議会

26
東区子育てサロン
ボランティアスタッフ研修会

子育てサロンの支援にかかわるボランティアスタッフの資質向上に努めた。

成人 11月 2 午前 24 45

27
【新規】
おやこの食育教育

食事の大切さを学ぶほか，調理を通じて親子のコミュニケーション向上を支援した。

総合 11月 1 午前・午後 30 30 〇
食生活推進員　東支部石
山グループ

28
【新規】
キラキラ１年生
※自主グループ立ち上げ

新入学生の親を対象に，親子の信頼関係の大切さを学び、小学校入学による生活
の変化に対する不安解消を図った。

成人 2月～3月 3 午前 19 47

29 保育者交流会

保育室のよりよい運営のために保育者との情報交換会議を開催した。

成人 5月 1 午前 3 3

30 冬休み子ども体験
体験活動を通して子どもたちの豊かな心をはぐくみ、交流機会を提供とした。
※「アロマ石鹸づくり」と「キッズダンス」を開催

少年 12月 2 午前・午後 56 56 ○
新潟医療福祉大学ダンス
部

31
石山あそび隊
（夏休み期間中に開催）

工作や調理などの体験活動を通じて、子どもの健全育成に取り組んだ。
※「木の小笛づくり」「電気ものづくり」「スイーツづくり」「キッズヨガ」を開催

少年 7～8月 4 午前 63 63 ○ 活動協力員

32 青少年の居場所づくり

公民館の談話室を，子どもたちが安心して遊びや勉強等ができる「居場所」とし，交
流のできる場を提供した。

総合 通年 347
午前・午後・

夜間
18.2 6,320

33 学習室開放事業

公民館の1室を学習室として開放し，青少年の個人学習の支援を図った。

少年 通年 318
午前・午後・

夜間
2.5 790

34
アクティブシニア
おうち珈琲充実セミナー

シニア世代の生活に役立つ知識（健康づくり・生きがい等）を習得するための講座を
開催した。

総合 3月 2 午前 16 31

35
遊わ塾
「けん玉健幸法」
※自主グループ立ち上げ

頭や体を使ってストレスを発散でき、生きがいとネットワークづくりも図れるような趣
味講座を開催した。

高齢者 10月 3 午前 28 70 ○ 活動協力員

　3．家庭の教育力向上

　4．青少年の生きる力育成

　5．高齢者の学習・
　　 社会参加支援

連続講座 

自由参加 

連続講座 

平均 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

平均 

連続講座 



石山地区公民館

連 携

回数 時間帯
参加者数

( 人)
延参加者数

( 人)
市・区

学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボラ
ンティア
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備考

資料1-2 

36 働き女子の美活いろは塾

職場と家との往復以外の人間関係を築き、身体とこころを癒すとともに、学んだこと
を仕事や暮らしに活かせる講座として開催。普段利用しない世代の方たちが公民館
を訪れるきっかけにもなった。 成人 11～12月 4 夜間 25 65 　

37 始めよう！からだチェックと健幸体操

健康寿命延伸への意識啓発を図るため，自分の体力を把握でき，継続可能な軽運
動（３B体操）の推進に努めた。

高齢者 12月～1月 3 午前 31 72 〇 〇
東区健康福祉課，石山地
域保健福祉センター，運
動普及推進員

38
働く世代が直面する家族の介護と仕事
～カイゴとシゴトのはざまで

働いている世代を対象に，家族に介護が必要になった時に備え，介護や在宅医療
についての学習，仕事や家族の生活等の不安解消に取り組んだ。（1回目：平日夜
間，2回目：土曜午後開催） 総合 10月 2 夜間・午後 23 23 〇

地域医療推進課，地域包
括支援センター石山

39 公民館へいってみよう！

住民の公民館デビューのきっかけづくり、公民館定期利用団体（サークル）の活性化
を目的に、7月をサークル体験期間とし，サークル活動の充実を図った。

総合 7月 34
午前・午後・

夜間
14.0 476 ○

石山地区公民館利用団
体連絡協議会

40
協議会主催事業（定期利用団体リーダー研
修会）

新潟のまちや地域の魅力・関係性に気づく機会にするとともに，定期利用団体の運
営や団体内での関係性の向上，団体同士の関係性について考える機会とした。 総合 6月 1 午前 80 80 ○

石山地区公民館利用団
体連絡協議会

41 第３９回文化祭
定期利用団体の作品展示や音楽芸能の発表会を通じ，学習の成果を地域に発表す
ることで学びの還元を図った。 総合 9～10月 1

午前・午後
・夜間

928 928 ○
石山地区公民館利用団
体連絡協議会

42 石山地区野球大会
野球大会を通じ、健康増進をはかり、石山地区管内で活動する団体の親睦・交流・
連帯意識を深めた。 総合 ７月～8月 5 午前・午後 314 314 ○ 石山地区野球連盟

43 自主グループ育成事業
事業共催により，自主グループの活動育成と支援を図った。

総合 随時 15 午前・午後 135 357 ○
石山地区公民館利用団
体連絡協議会

合計 819 4,220 12,798

　7．その他

　6．現代的課題

自由参加 

自由参加 

平均 



木戸公民館

連 携

回数 時間帯
参加者数

( 人)
延参加者数

( 人)
市・区

学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボラ
ンティア

　2．学・社・民の融合 1
三世代交流
木戸地域音楽芸能文化祭

木戸地域の小・中学校・PTA・コミ協，地域の芸能団体が実行委員会を組織し協働
し，開催する文化祭。音楽・芸能をとおして地域の三世代交流を図った。 総合 11月 1 午前・午後 505 505 ○

木戸地区音楽芸能文化
祭実行委員会

　3．家庭の教育力向上 2 子育てサロン「木戸っこくらぶ」

未就園児とその保護者が安心して過ごせるような場を提供。ボランティアスタッフに
よる読み聞かせや手遊びを実施。

総合
通年
(11・12月休
み)

10 午前 62 62 ○ 利用団体ぐりとぐら

合計 11 567 567

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年度事業実施状況(最終報告）                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            

備考重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 実施(予定)月

H30実施状況

自由参加 

資料1-2 



【歳入】 （単位：千円）

予算 決算

① ② 金額 （％）

2,229 2,299 70 3.1%

中 1,128 1,087 △ 41 -3.6%

石山 967 1,126 159 16.4%

木戸 134 86 △ 48 -35.8%

雑　入 362 350 △ 12 -3.3%

【歳出】 （単位：千円）

当初予算 現計予算 決算 予算残額 執行率

③ ④ ③－④ （％）

9,033 9,994 9,807 187 98.1%

中 3,620 4,215 4063 152 96.4%

石山 5,413 5,779 5744 35 99.4%

2,258 2,258 2,201 57 97.5%

中 1,359 1,392 1364 28 98.0%

石山 899 866 837 29 96.7%

維持管
理費

東区計 中・石山・
木戸の管
理委託経
費 ， 審 議
会経費等

事業費

東区計

事業実施
の経費

区　分 館別 備考

　コピー機・印刷機の
使 用料

東区公民館　Ｈ30年度　決算概要

区　分 館　別
差引②－①

使用料

東区　計

　貸館使用料

備考

東区　計

資料1-3 



中地区公民館

連 携

市・区
学校・地域教育ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治連・老
人会等

運審委員・活動協
力員・ボランティア

　1．地域コミュニティ活動の
　　　活性化支援

1 コミュニティコーディネーター育成事業 防災をテーマに，地域活動の担い手の新たなネットワークづくりを行う。 成人 1 11月 午後 ○ 山の下コミュニティ協議会

2
コミュニティ協議会等との共催事業
「夏まっさかりフェスタ」・「冬まっさかりフェ
スタ」

地域住民の交流を目的に、山の下・桃山地区コミュニティ協議会等と共催
し，地域との関わりを深めるため，子どもとその保護者向けのイベントを開
催する。

総合 1 7月・2月 午後 ○ ○
山の下まちづくりセンター，山
の下コミュニティ協議会，桃山
コミュニティ協議会

3
コミュニティ協議会等との共催事業
下山地区郷土史講演会「古阿賀野川の川
筋と松ヶ崎掘割決壊による影響」

下山地区郷土史編纂委員会が作成した下山地区郷土史をもとに，地域コ
ミュニティ活動の活性化支援を目的として開催する。

成人 1 5月 午後 ○ 下山地区コミュニティ協議会

4
コミュニティ協議会等との共催事業
下山地区夏休み映画鑑賞会

下山地区コミュニティ協議会と共催し，地域の子どもや大人を対象に交通
安全・情操教育等よりよい地域づくりに寄与する映画を上映する。

総合 1 7月 午後 ○ 下山地区コミュニティ協議会

5 アクティブシニア講座
現役～リタイア世代を対象に，生きがいづくり・健康づくりのため，趣味講
座や健康講座を開催する。

成人 4 9月～12月 午後 ○

6 ユースセミナー
若者対象事業。地域で働く方の話を体験を交えながら聞くことで，参加者
自身の視野や可能性を広げる。

青年 3 11月～12月 夜間 ○ 活動協力員

7
地域のたから再発見事業
新潟の近代史講座「新潟市の学校の変
遷」

運営審議会委員と連携し，参加者が地域への関心を高め理解を深める内
容の講座を実施する。「新潟の近代史講座」を開催する。

成人 4 5～9月 午後 ○
中地区公民館運営審議会委
員

8
地域のたから再発見事業
「山の下今昔☆まちあるき」「山の下・桃山
の昔のはなし」

地域学習サークル「中地区地域楽」等と連携し，参加者が地域への関心を
高め理解を深める内容の講座を実施する。「まち歩き」，小学生向けの「山
の下・桃山の昔のはなし」を開催する。

総合 2 6月・11月 午前・午後 ○ 中地区地域楽

　2．学・社・民の融合による
人づくり，地域づくり

9 サークル活動でふれ合おう
桃山小学校３年生の総合体験学習として，公民館の見学やサークル活動
への参加を行い，児童と地域の人々とのふれ合いを深める。

総合 4 5～9月 午前 ○ 桃山小学校

　3．家庭の教育力向上 10 乳児期家庭教育学級（第2期） 乳児期の家庭教育について考える。保護者対象の連続講座を開催。 成人 6 6～7月 午前 ○ 東区健康福祉課

11
幼児期家庭教育学級
「Ｈａｐｐｙ　Ｆａｍｉｌｙ～育ち合い　支え合い
みんなで子育て」

幼児期の保護者の学びと交流の場。保護者対象の連続講座を開催。 成人 6 5～6月 午前

12
幼児期家庭教育学級
「親子のびのび広場」

幼児期の保護者の学びと交流の場とし，また父親等が参加しやすい土曜
日に開催し，子育ての参画を促す機会とする。ミニ運動会やクリスマスイベ
ント，親子あそびの実施。

総合 2 1月 午前 ○

13 小学生期家庭教育学級
小学生期の子どもの発達課題や接し方，親のあり方等について学ぶ，連
続講座を開催。

成人 4 11～12月 午前 ○

14 保育者連絡会
各事業の保育室運営を円滑に行うための，保育者との情報交換会を開
催。

成人 1 4月 午前

15 子育てサロン「ひだまり」
ボランティアスタッフの協力により，保育室を会場に未就園児と保護者の仲
間づくりや情報交換の場を提供。保健師の育児相談や絵本の読み聞かせ
などを実施。

総合 50 通年 午前 ○ ○
山の下図書館，東区健康福祉
課，ボランティアスタッフ

16 子育てサロン「ひだまり」スペシャル
子育てサロン「ひだまり」を周知するために，単発のイベントを開催。人形
劇サークルによる発表会を実施。

総合 1 10月 午前 ○
人形劇サークルみっくすじゅう
す

17 子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」
ボランティアサポーターや大形地区の民生委員の協力により，大形まちづ
くりセンターを会場に，未就園児と保護者の仲間づくりや情報交換の場を
提供。

総合 39 通年 午前 ○
東区健康福祉課，ハンドベル
サークルマミーズ，ボランティ
アスタッフ

18
子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」スペ
シャル

子育てサロン「共育（ともだち）ひろば」を周知するために，単発のイベント
を開催。「七夕を楽しもう」・「クリスマスミニコンサート」（地元活動サークル
によるハンドベルコンサート）を開催。

総合 2 7月・12月 午前 ○
ボランティアスタッフ，新潟県立
大学学生，東区健康福祉課

令和元年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 実施予定月 時間帯回数 備考

連続講座 
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連続講座 
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中地区公民館

連 携

市・区
学校・地域教育ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治連・老
人会等

運審委員・活動協
力員・ボランティア

令和元年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 実施予定月 時間帯回数 備考

資料2-1 

　3．家庭の教育力向上 19 おはよう朝ごはん料理講習会
早寝早起き朝ごはん運動の推進を目的に，親子を対象に栄養バランスを
考えたメニューの調理実習を開催。（大形小・桃山小）

総合 2 9月・11月 午前 ○
大形地区コミュニティ協議会，
桃山地区コミュニティ協議会

　4．青少年の生きる力育成 20 ジュニア将棋教室
日本文化としての将棋を学ぶとともに，礼儀や社会的なルールを身につけ
る機会とすることを目的に，小中学生対象の連続講座を開催。

少年 19 4月～3月 午前 ○
新潟市将棋普及協議会と共
催。協力：日本将棋連盟，新潟
大学学友会将棋部

21
少年体験事業
「きらきらチャレンジ」

体験活動を通して自ら考え，取り組む姿勢を育む。また異年齢での集団活
動の中で，協調性や社会性を身につける機会とする（工作）

少年 3
7月，8月，12

月
午前

22 子ども学習会
長期休暇中も規則正しく過ごす習慣をつける，宿題をやりきることで，休暇
終了後に自信を持って学校に行けることを目的に，夏期・冬期に開催す
る。

少年 10
7月～8月，

12月
午前 ○ 新潟県生涯学習協会

23
青少年の居場所事業
「ホットプレイス」

公民館に学校や家庭以外の「空間」を設け，地域の大人と子どもがふれあ
うフリースペースを提供。

青年 347 通年
午前・午後・

夜間
○ 山の下中学校

24 学習室開放事業
青少年の個人学習の支援を目的に，公民館の会議室を学習スペースとし
て提供。

青年 153 通年 午前・午後 ○ 山の下中学校

25
少年体験事業
「大形ぽてっ子サークル」

体験活動を通して自ら考え，取り組む姿勢を育む。また異年齢での集団活
動の中で，協調性や社会性を身につける機会とする。工場見学や工作体
験などを各回募集で開催。

少年 4 7～8月 午前・午後 ○ 協力：新潟県立大学学生

6．高齢者の学習・社会参加
支援

26 ちいきのサロン「この指とまれ」
中高年の社会参加を促し，経験や能力を生かすことにより，地域の輪を広
げるとともに，生きがいを持つことを目的とする。公民館版「地域の茶の
間」。

高齢者 26 通年 午前・午後 ○ 活動協力員

　6．現代的課題 27
東区子育てサロンボランティアスタッフ研修
会

東区子育て支援ボランティアを対象に研修会を開催し，ボランティアのスキ
ルアップを図るとともに，情報交換と交流の場を提供する。

成人 2 10月 午前 ○ 石山地区公民館

　7．その他 28 文化祭
音楽芸能カラオケ発表会，展示，お茶席，社交ダンスパーティーを開催す
る。

総合 4 10～11月
午前・午後・

夜間
○

中地区公民館使用団体連絡
協議会

29 映画鑑賞会
子どもや大人を対象に交通安全・情操教育等よりよい地域づくりに寄与す
る映画を上映する。

総合 1 7月 午前 ○
中地区公民館運営審議会委
員

30 サークル体験学習会
自主グループの活動育成強化月間を設け，体験会の開催により活動を支
援する。

成人 56 3月
午前・午後・

夜間
○

中地区公民館使用団体連絡
協議会

31 定期使用団体研修会 公民館利用についての意見交換と次年度の定期利用の説明会を開催。 総合 1 11月 午後
中地区公民館使用団体連絡
協議会

32 自主グループ育成事業
自主グループの活動育成を支援するため，体験会の実施について広報や
助言等を行う。

総合 32 6～11月
午前・午後・

夜間
中地区公民館使用団体連絡
協議会

合計 792

毎回募集 

連続講座 

毎回募集 

自由利用 

自由利用 

自由参加 

自由参加 

連続講座 

自由参加 
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石山地区公民館
連 携

市・区
学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボ
ランティア

1 お互いさまネット石山

高齢化によって発生する地域の問題を把握し、地域を中心にした支え合いのまち
づくりを目指す。

総合 3 午前 5～6月 ○

石山管内４コミュニティ協
議会（中野山・東中野山・
南中野山・江南小学校区
コミ協）

2 ファインダーのこっち側

自然・地域・メディアを活用したコミュニケーションを学び，被写体となる自然そのも
ののすばらしさに気づく。 総合 1 夜間 11月

3 ご近所だんぎ

地域課題をテーマとして取り上げ，学習・話し合いを行うことで，地域で支えあうま
ちづくりについて考えるきっかけとする。 総合 9 午後

4月～3月
(9・12・2月除
く）

○
ご近所だんぎ世話人(東
区地域住民)

4 「すごぼり」の桜並木を歩こう

コミュニティ協議会等と連携し、すごぼりの桜並木の散策・ゴミ拾いを通じて，地域
コミュニティ活動の活性化及び地域の子どもとおとなの交流及び環境美化意識を
深める機会とする。

総合 1 午前 4月 ○ ○

南中野山小学校区コミュ
ニティ協議会、同校
PTA、東区社会福祉協議
会

5 親子で笹団子づくり

郷土料理である笹団子の調理を通して、地域の子どもとおとな、また子ども同士、
おとな同士が交流し合う機会とする。

総合 1 午前 6月 ○ ○
南中野山小学校区コミュ
ニティ協議会

6 紙ヒコーキ選手権

子どもから大人までが作ることができ，一緒に楽しむことができる紙ヒコーキを通じ
て，江南小学校区での多世代交流の場とする。 総合 1 午後 11月 〇 〇

江南小学校区コミュニ
ティ協議会

7 石山地区芸能まつり

公民館利用団体等の音楽・芸能団体が実行委員会を組織し開催する芸能まつり。
日頃の学習の成果を発表することで地域住民への文化の還元にもつなげる。 総合 1 午後 5月  　 ○

石山地区芸能まつり実
行委員会

8 心に響く冬のコンサート

公民館利用団体等の音楽活動団体で実行委員会を組織し，開催するコンサート。
日頃の学習の成果を発表することで，地域住民への文化の還元にもつなげる。 総合 1 午後 12月 〇

心に響く冬のコンサート実
行委員会

9 ペットと防災

災害時，飼い主とペットがともに安全に避難出来，安心して過ごすための日
頃からの心構えと備えについて学ぶ。 総合 1 午後 6月 〇

動物愛護センター,動物
愛護推進員

10 子どもを育む地域づくり

子どもの健全育成を促すため，地域はどうあるべきかを考えるきっかけとす
る。 総合 1 未定 未定

11 ふれあいスクール公民館出前型

学校と公民館，地域住民が協働で，小学校文化祭時に茶室を運営。地域と学校，
そして地域住民間での交流やふれあいの場を創出。 成人 1 午前 10月 ○ ○

東中野山小学校、学校
支援ボランティア、公民
館利用団体等

12
学・社・民融合の学校出前講座
「夏休みものづくり」

学校を会場に、公民館と学校、地域住民が協働し、工作等の地域の達人が小学生
に教えることで交流をはかる。竹とんぼ・ペットボトル風鈴・ストラップづくり。 少年 1 午前 8月 ○ ○

東中野山小学校、学校
支援ボランティア

13 ポプリ作り講習会

ポプリ作りを学びながら，石山中学校生徒と地域住民の交流を支援する。

総合 1 午後 7月 〇 〇
石山中学校，活動協力
員

14
乳児期家庭教育学級（第1期）
「ゆりかご学級」

乳児の保護者を対象に、保護者の学びと仲間づくりになる連続講座を開催する。

成人 5 午前 5月～6月 ○

石山地域保健福祉セン
ター

15
乳児期家庭教育学級（第3期）
「ゆりかご学級」

乳児の保護者を対象に、保護者の学びと仲間づくりになる連続講座を開催する。

成人 5 午前 10月 ○

石山地域保健福祉セン
ター

16 幼児期家庭教育学級

幼児の保護者を対象に、保護者の学びと交流の場となる連続講座を開催する。

成人 5 午前 11月 ○

17 子育てサロン「りんごランド」

子育て中の保護者の情報交換や仲間づくりを目的とし、０歳からの未就園児の親
子の遊び場を提供する。また地域での子育てを支援するボランティアスタッフを育
てる。

総合 12 午前 4月～3月 ○ ○

石山地域保健福祉セン
ター、子育てサロンボラ
ンティアスタッフ

　1．地域コミュニティ活動の
　　　活性化支援

　2．学・社・民の融合による人
づくり，地域づくり

　3．家庭の教育力向上

令和元年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 回数 時間帯 実施予定月 備考

連続講座 

連続講座 

連続講座 

自由参加 

自由参加 

資料2-2 

自由参加 

自由参加 

連続講座 

自由参加 

自由参加 

連続講座 

【31年度新規】 

【31年度新規】 

1



石山地区公民館
連 携

市・区
学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボ
ランティア

18 子育てサロン「いちごランド」

保育室を使い、０歳から未就園児までの親子の居場所と情報交換や仲間づくりの
場とする。

総合 20 午前 4月～3月 ○

ぐりとぐら、石山地域保
健福祉センター、子育て
サロンボランティアスタッ
フ

19 おはよう朝ごはん料理講習会

地域住民や子どもたちを対象に、栄養バランスを考えた料理講習会を開催し、早
寝早起き朝ごはん運動を推進する。

総合 3 午前 未定 〇 ○ 　

江南小学校区コミュニティ
協議会、牡丹山小学校区コ
ミュニティ協議会、木戸地
域コミュニティ協議会

20
石山あそび隊
（夏休み期間中に開催）

工作や調理などの体験活動を通じて、子どもの豊かな心を育む。
※「手描き染」「吹き矢」「」「スティックドミノ」「芝ぼうや作り」を開催

少年 4 午前 7～8月 ○ 活動協力員

21 冬休み子ども体験
体験活動を通して子どもたちの豊かな心をはぐくみ、交流できる機会とする。
※内容未定

少年 2 未定 12月 ○ 活動協力員

22 青少年の居場所づくり

公民館の談話室を，子どもたちが安心して遊びや勉強等ができる「居場所」とし，
交流のできる場とする。

総合 348
午前・午後・

夜間
通年

23 学習室開放事業

公民館の1室を学習室として開放し，個人学習の支援をはかる。

少年 348
午前・午後・

夜間
通年

　5．高齢者の学習・
　　 社会参加支援

24 アクティブシニア

シニア世代の生活に役立つ知識（健康づくり・生きがい等）を習得するための講座
を開催する。

高齢者 未定 未定 未定

25 働き女子の美活いろは塾

働く女性が仕事や日常で役立つ知識を得るとともに，職場以外の人間関係を築く。

成人 4 夜間 10～11月 　

26 楽しく健幸・やさしい体操

生活習慣予防やロコモ予防のための継続可能な軽運動の推進と生きがい・ネット
ワークづくりの支援を図る。

成人 3 午後 6月～7月 〇
石山地域保健福祉セン
ター，運動普及推進員

27 人権に関する講座

全ての人が尊重され、お互いの大切さを認めあうために、人権に関する学習
機会を提供する。

成人 2 午前 11･12月

28 公民館へいってみよう！
住民の公民館デビューのきっかけづくり、公民館定期利用団体（サークル）の活性
化を目的に、サークル体験会を開催する。 総合 47

午前・午後・
夜間

7月 ○
石山地区公民館利用団
体連絡協議会

29 公民館利用団体連絡協議会主催事業
連絡協議会加盟団体および地域住民の健康寿命延伸を図る。
※「笑いヨガ」「落語」「健康と生きがい講演会」「歌声会」の4事業を予定 総合 4 午前 7・10・11月 ○

石山地区公民館利用団
体連絡協議会

30 第３９回文化祭
定期利用団体の作品展示や音楽芸能の発表会を通じ，学習の成果を地域に発表
することで学びの還元もはかる。 総合 1

午前・午後
・夜間

10月 ○
石山地区公民館利用団
体連絡協議会

31 石山地区野球大会
野球大会を通じ、健康増進をはかり、石山地区管内で活動する団体の親睦・交流・
連帯意識を深め.る。 総合 5 午前・午後 ７月～8月 ○ 石山地区野球連盟

32 自主グループ育成事業
事業共催により，自主グループの活動育成と支援をはかる。

総合 15 午前・午後 随時 ○
石山地区公民館利用団
体連絡協議会

合計 856

　7．その他

　6．現代的課題

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 回数 時間帯 実施予定月 備考

　3．家庭の教育力向上
　　（つづき）

　4．青少年の生きる力育成

自由参加 

毎回募集 

連続講座 

連続講座 

毎回募集 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

自由参加 

【31年度新規】 

【31年度新規】 
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木戸公民館
連 携

市・区
学校・地域教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会等

運審委員・活
動協力員・ボ
ランティア

　2．学・社・民の融合 1 三世代交流音楽芸能祭

木戸地域の小・中学校・PTA・コミ協，地域の芸能団体が協働し，音楽・芸能をとお
して三世代の交流を図る。 総合 1 午前・午後 11月 ○

木戸地区音楽芸能文化
祭実行委員会

　3．家庭の教育力向上 2 子育てサロン「木戸っこくらぶ」

地域の未就園児とその保護者が安心して過ごせる地域での居場所を提供。

総合 12 午前 通年 〇 利用団体ぐりとぐら

合計 13

備考

令和元年度事業計画

重点化 № 事業名 事業の目的・内容 対象 回数 時間帯 実施予定月

自由参加 

資料2-2 
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【歳入】 （単位：千円）

Ｈ30当初
予算

R1当初予
算

① ② 金額 （％）

2,229 2,299 70 3.1%

中 1,128 1,093 △ 35 -3.1%

石山 967 1,093 126 13.0%

木戸 134 113 △ 21 -15.7%

雑　入 362 370 8 2.2%

【歳出】 （単位：千円）

Ｈ30当初 R1当初

③ ④ 金額 (％)

9,033 9,281 248 2.7%

中 3,620 3,799 179 4.9%

石山 5,413 5,482 69 1.3%

2,258 1,993 △ 265 -11.7%

中 1,359 991 △ 368 -27.1%

石山 899 1,002 103 11.5%

ふれあいスクール事業費がH30で終了

 中・石山・木戸の管
理 委託経費，審議会
経費等

 事業実施の経費

維持管
理費

東区計

事業費

東区計

東区公民館　R1年度　予算概要

区　分 館　別
増減②－①

備考

使用料

東区　計

　貸館使用料

備考

東区　計
　コピー機・印刷機の
使用料

区　分 館別
増減④－③

資料2-3 



資料３ 

令和元年度 新潟市公民館事業の基本方針 
 

 

１ はじめに 

新潟市は、新潟市教育の大綱（対象期間：平成 27 年度～令和元年度）で、目指す市民の

姿を「生涯を通じて学び育つ、創造力と人間力あふれる新潟市民」とし、取り組みの方針に

「学・社・民の融合による教育の推進」を掲げました。また、新潟市総合計画「にいがた未

来ビジョン」（計画期間：平成 27 年度～令和３年度）では、目指す都市像の一つである「市

民と地域が学び高め合う、安心協働都市」を実現するために「学・社・民の融合による教育

を推進するまち」を政策の一つに位置付けています。 

新潟市教育委員会は平成 27 年 3 月、新潟市教育ビジョン第 3 期実施計画を策定し、生涯

学習の目指す方向を、「公民館などの学びの場を核とした、絆づくりと活力あるコミュニティ

の形成」と「現代的・社会的課題やライフステージなど一人一人の多様なニーズに応じた学

習機会の充実」、「学校での地域活動拠点づくりや職員の資質向上など、生涯学習・社会教育

の推進を支える基盤整備」と定めています。 

新潟市公民館は平成 22 年９月に「地域に出かけ、住民と一緒に考え、地域の絆づくりを

支援する公民館」を宣言しました。 

人口減少、少子・超高齢社会を迎え、子どもをはじめ高齢者まで誰もが健康で安心して暮

らせるまちづくりの必要性が高まっています。このような中、これからの公民館は、単に学

ぶ場だけではなく、地域課題や生活課題の把握に努め、これまで以上に地域に寄り添い、地

域づくり・人づくりに資する事業を展開することが重要となります。 

 

２ 基本方針 

(1) 学びを通じた地域の絆づくりとコミュニティ活性化 

 市民と地域が、学びを通じてつながりを深め、地域課題や社会的課題に取り組む人

材を育成し、地域に絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に努めます。 

(2)  学・社・民の融合による地域の教育力の向上 

 学校、家庭、地域そして公民館等の社会教育施設が連携・協力しながら、地域社会

全体の教育力の向上に努めます。 

(3)  市民一人一人の多様なニーズに応じた学習機会の充実 

 子育てや家庭教育の支援、青少年の健全育成や高齢者の学習機会の充実など、各世

代の学びの場の提供と支援に努めます。 

 

３ 基本施策 

 (1) 地域コミュニティ活動の活性化を支援 

(2) 学・社・民の融合による人づくり、地域づくりの推進 

(3) 家庭における教育力向上の支援 

(4) 青少年の生きる力を育む機会の充実 

(5) 高齢者の学習支援や社会参加の促進  

(6) 現代的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供 

 

４ 事業実施と評価 

各公民館は、基本方針を基に地域の実情やニーズにあわせた事業を実施し、事業実施後は、

事業の内容や成果について評価を行い、今後の公民館事業の充実を図ります。 



令和元年度 東区公民館運営方針 

 

 

【重点事業】 

①地域と連携した事業 

②地域を支える人材を育成する事業 

③子育てを支援する事業 

 

項目 内容 主な事業 

基幹公民館の業務

（中地区公民館） 

東区内の公民館の統括、

管理、庶務に関すること 

公民館運営審議会 

中地区公民館の重

点事業 

地域と連携した事業 夏まっさかりフェスタ・冬まっさかり

フェスタ、下山地区郷土史講演会・夏

休み映画鑑賞会など 

地域を支える人材の育

成事業 

コミュニティコーディネーター育成講

座、ユースセミナー 

子育て支援事業 

 

ゆりかご学級(Ⅱ期)、幼児期家庭教育

学級、小学生期家庭教育学級、子育て

サロン「ひだまり」「ともだちひろば」 

石山地区公民館の

重点事業 

地域と連携した事業 「お互いさまネット石山」「すごぼりの

桜並木を歩こう」「親子で笹団子づく

り」「紙ヒコーキ選手権」 

地域を支える人材の育

成事業 

「お互いさまネット石山」「ご近所だん

ぎ」 

子育て支援事業 ゆりかご学級(Ⅰ期Ⅲ期)、幼児期家庭

教育学級、子育てサロン「りんごラン

ド」「いちごランド」 

木戸地区公民館の

事業 

地域と連携した事業 三世代交流音楽芸能祭 

子育て支援事業 子育てサロン「木戸っこくらぶ」 
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重点名 重点名

事業数 事業数

ねらい ねらい

評点区分 評点区分

改善点
改善点

評価区分 評価区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

51

有 効 性
（平均値）

3.8

効 率 性
（平均値）

4

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4

受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
学習会

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

-

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
学習会、ぽてっ子

Ｄ

6事業 子どもの体験活動，居場所提供など

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

無 -

有 効 性
（平均値）

3.5

効 率 性
（平均値）

4

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4

受講者の気
づき（平均値）

80% 100%
ゆりかご、幼児期、
小学生期

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

7
幼児期、小学生期

受講者の満
足度(平均値）

80% 99%
ゆりかご、幼児期、
小学生期、ひだまり

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3 1

有 効 性
（平均値）

3.8

効 率 性
（平均値）

3.6

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.5

80% 99%
アクティブシニア、地
域のたから

11
ユースセミナー企画委員

希望者数

80% 96%
ＣＣ、アクティブシニ
ア、ユースセミナー、
地域のたから

受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

1 1
民話サークル

結成数
サークル
結成数

目標値 結果 コメント

2事業 学校と連携し，施設や機能を活用する事
業，児童の公民館サークル体験

ぽてっ子特別

ぽてっ子特別

3

4

80%

平成３０年度事業評価シート（中地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（33）

80%

①地域活動の新たな担い手の発掘や育成
②地域課題の発見と解決
③地域の活性化を図り，地元への愛着を育む

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（5）　２．学社民（2）　３．家庭教育(11）　４．青少年（6）　５．高齢者（2）　６．現代的課題（2）　７．その他（5）

5事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

無 -

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推
進する事業

80%
成果

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

11事業

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞ユースセミナーは公民館が初めての方が４割
で、館を知っていただく良い機会となった。新たな気づきや
感動を多く与えることができた。ＣＣも参加者の評価が高
かったが、広報の労力のわりに参加者が少なかったのは
残念。

夏まっさかりフェスタで企画委員やボランティアの休
憩時間が確保できなかった。水分補給や休息できる
時間を予め体制に組み込んでおく必要がある。
登山入門講座で、チラシ配布が遅くなり集客に苦労
した。早めの準備が必要である。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４．青少年の生きる力を育む事業

①体験活動で、自ら考え自ら取り組む姿勢を育む
②異年齢集団の中で協調性・社会性を身に着ける
③家庭と学校以外に安心して過ごせる居場所を提
供する

①学校や地域と連携し，子どもや住民のための事業
を展開
②児童が公民館のサークル活動を体験し，大人と交
流するとともに興味を育む

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

①保護者が子の発達段階に応じた育て方などを学
ぶ
②保護者同士の交流や仲間づくり
③乳幼児の体験や学びの場，居場所を提供

100%

コメント

2 2
ゆりかごⅡ・Ⅳ

地域人材の発掘・育成事業，地域の活性化
イベントなど

家庭教育学級，子育てサロンなど

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞将棋教室はじっくりと深く思考する訓練になっ
ている。きらきらは新しいアイディアで３本の魅力的な講座
を開催し、子どもたちの満足度も高かった。今後も様々な
学びを提供したい。学習会の好評価は欠席の少なさにも
表れている。

親子のびのびで、「子どもの運動機能の開発」をテー
マにしたことは良い着眼だった。父親の関心が高くな
り、子どもとの関わりを学ぶ、という目的も達成でき
た。

＜コメント＞家庭教育学級参加者のアンケートを読むと、
大きな学びを得られるとともに、仲間づくりの貴重な機会と
なっていることがわかる。今後も重要な事業として継続が
必要である。

ぽてっ子について、連続講座だったものをそれぞれ
単独で申し込めるよう変更した。これにより好きな
回、都合のつく回だけ申込みするようになり、欠席率
が下がった。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

2 9 1
館長
評価

1

＜コメント＞ぽてっ子（味噌づくり）は満足度が高いが、開
催目的のうち「地域の特産物を知る」という部分が希薄な
ので、工夫が必要。桃山小サークル体験は、学校のカリ
キュラム上も大事な活動であり、これからも協力していきた
い。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

桃山小サークル体験で、小学３年生には難しい内容
もあるが、それぞれのサークルが工夫を重ねて上手
に対応できるようになってきている。

1

-

3.5

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）



東区運営審議会委員意見

2

効 率 性
（平均値）

4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

3

有 効 性
（平均値）

4

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

人権講演会（障がい者理解）について、医療や福祉
事業者などにもチラシを配布し広報に努めた。
映画鑑賞会は、フィルムと機材を新津図書館まで貸
出・返却に行き来する手間が結構大変である。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% -

受講者の気
づき（平均値）

80% -

無 -

企画委員
希望者数

-

2

2事業 人権講演会、映画鑑賞会

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

効 率 性
（平均値）

4

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

健康体操は、最初からサークル立ち上げを目標に、
種目と講師を選定した。

必 要 性
（平均値）

4

有 効 性
（平均値）

4

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% -

受講者の気
づき（平均値）

80% -

サークル
結成数

1 1
健康体操

企画委員
希望者数

-

2事業 地域の茶の間、健康体操

目標値 結果 コメント

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

①中高年の生きがいづくり，仲間づくり，健康づくり
②家に閉じこもりがちな高齢者の社会参加
③経験，能力を生かした生きがいづくり

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

①障がいや障がい者への理解を深める
②大人や子どもの豊かな情緒を育む

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞障がいや人権問題について、興味関心のない
方に聞いてもらうことが何より大事で、その点で今回の出
来島選手のような有名な方に講師に来ていただくのは、効
果が高い。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

＜コメント＞中高年世代の健康に関する関心の高さを感じ
ている。一方サークル化ということになると、役員等めんど
うなことやお金がかかることを敬遠する方が多い。担当者
が受講者に粘り強く対応し、サークル結成に至ったことを
評価したい。



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

6

有 効 性
（平均値）

3.5
達成度は満足いく結果だがメ
ニュー設定は随時検討必要

効 率 性
（平均値）

3.8
この事業に費やした労力・時
間・事業費は全て適正だった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.5
意図したことが十分結果に結び
ついている。

受講者の気
づき（平均値）

80% 91%
モノづくりや子供同士の
交流による気づきが高
かった

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

0

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
受講者の満足度は非
常に高かった。

Ｄ

6事業 体験活動，居場所，異学校・異年齢交流

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

無 0

有 効 性
（平均値）

3.9
達成度は満足いく結果であり，
継続した実施が必要。

効 率 性
（平均値）

4
この事業に費やした労力・時間
は適正だった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.9
対象者のコミュニケーションの
場，不安解消の場として必要。

受講者の気
づき（平均値）

80% 94%
学習意欲が高く，グルー
プで学習を継続していく
意欲が見られた。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

学習の成果や自分自
身の生き方を形にで
きる文集を作成

企画委員
希望者数

10
受講を通じ自身も他者
の子育ての役に立ちた
いとの意識が育った。

受講者の満
足度(平均値）

80% 89%
仲間づくりや学習等につ
いて一定の満足感を得
ていただけた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

8 1 8

有 効 性
（平均値）

3.5
地域交流や意識啓発は長年継
続していくべきと考える。

効 率 性
（平均値）

3.6
連携事業は相手もあり難しい部分
もあるが，役割の明確化が必要

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.3
コミ協と連携を図り地域課題へ取り
組む面で必要性が高かった

80% 95%
地域への関心を持つ
きっかけづくりになったと
感じる。

30
地域課題等への意識の
高まりを感じる。

企画委員
希望者数

80% 96%
受講生の満足度は非
常に高かった。

受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

無 0
サークル
結成数

サークル
結成数

目標値 結果 コメント

3事業 学社民の融合，学校との連携講座

楽しかった・満足してい
るとの回答が多かった。

気づきの度合いも高く，成
果があった。

3.7

4

学社民の連携は重要であり，今後
も継続して行う必要がある。

学校と連携することで，子ども
たちへ直接的に働きかけがで
きる学校が主体となり動くため，費
やした労力は大きくない。

100%

平成３０年度事業評価シート（石山地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（43）

80%

コミュニティ協議会等と連携して，地域の課題について
解決方法を探るほか，地域課題解決の土台となる地
域を活性化するため，地域の人たちの交流を深める取
り組みを行う。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（17）　２．学社民（3）　３．家庭教育(8）　４．青少年（6）　５．高齢者（2）　６．現代的課題（3）　７．その他（4）

17事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

無 0

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

8事業

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

地域課題等について交流を図りながら考える「お互い
様ネット」「ご近所だんぎ」は定番事業となり，安定的に
運営されている。コミ協等との連携事業では，主に地
域交流を目的にしたものが多いが，公民館としても，
明るい地域づくりに貢献できるよう，力を入れていきた

継続事業である「お互いさまネット」「ご近所だんぎ」や
コミ協等との連携事業が定番化する中，多くの新規事
業や単発事業に取り組むことができた。特に「若者行
方不明3万人」では，全国的課題について考えるきっか
けを地域の皆様に提供することができた。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４．青少年の生きる力を育む事業

様々な体験活動をとおして，子どもたちの豊かな
こころをはぐくむための事業の開催，そして放課
後の居場所のない子どもたちの集いの場，学習
の場の提供を行う。

学校，地域，公民館が一体となり，それぞれの良
さを認め合い事業を推進していくことで，地域住
民の交流を推進し，まちづくりの土台となる明るく
元気な地域づくりに取り組んでいく。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

乳幼児の子どものこころと身体の成長発達を学
びながら同世代の子どもを持つ親同士交流を深
め，仲間をつくる機会として，また，子育不安軽減
へ繋がるよう支援する。

91%

コメント

有 3
持続的に子育てについ
て考える意義を積極的
に周知した。

超高齢化社会への対応，地域交流 家庭教育学級，子育てサロン

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

異学校・異学年の子どもたちが楽しく活動できる機会の提供
は，青少年の健全育成や社会性を育む見地からも，非常に
大切であると考えている。開催時期や，その時のトレンドなど
を考慮した上でのメニュー設定が必要であるが，様々なこと
にチャレンジしていきたい。

未就園児親子対象の「子育てサロン」，乳幼児期の親
を対象とした「ゆりかご学級」そして幼児期の親を対象
とした「幼児期家庭教育学級」が三本柱であるが，新
規として就学直前の子どもを持つ親を対象とした「キラ
キラ1年生」を開催した。石山地域外の参加者がほとん
どだったため，今後の開催は今のところ予定しない
が，新たなニーズを実感でき有意義な企画であった。

未就園児の親は，どこのコミュニティにも属さない人も多いた
め，子育ての学習の場としてだけでなく，親同士の交流，仲
間づくりの場として，家庭教育学級や子育てサロンの実施は
重要であると考える。

例年，夏休みの体験事業は人気が高く好評であるが，
今年度は冬休みにも子どもたちに楽しい時間を提供す
るため，「冬休みこども体験」事業を立ち上げた。夏休
みと違い，期間が短く，クリスマスなどのイベントも多い
ことから，参加募集に苦労する部分もあったが，無事
開催できた。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

3 6 0 20

地域住民と児童,生徒が交流機会をもつことは非常に
重要。学校側の計画次第の部分もあり，継続について
は不安定ではあるが，持続可能なものとするため，公
民館として支援を積極的に行っていきたい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

昨年に引き続き小中学校との連携で事業を開催し，主
にチラシ・ポスターの作成などについて公民館の持つ
ノウハウを提供させていただいた。いずれの事業も学
校コーディネーターが学校と調整しながら企画・運営さ
れているため，なかなか関わりづらいが，今年度は当
日の人的支援や，企画段階での意見提案など，前年と
比較して一歩踏み込めた部分もある。

0

0

3.7

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）



重点名 ○○区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

1 2

効 率 性
（平均値）

4
この事業に費やした労力・時
間・事業費は全て適正だった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

3.3
市の方向性，公民館の新規来
館者獲得に結び付いている。

有 効 性
（平均値）

3
意図したことが十分結果に結び
ついている。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

就労女性を対象とした「美活いろは塾」では，ややもす
ると固くなりがちな心と身体の学習を，華やかな講師を
揃えたり，内容に工夫をすることで，オシャレな雰囲気
を作り，PRに繋げることができた。また，その他の2事
業は，区健康福祉課や地域医療推進課など，他部署
との連携事業であり，公民館のノウハウを活かし，事
業を開催した。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 98%
実践できる内容が多
かったためか満足度が
高かった。

受講者の気
づき（平均値）

80% 98%
実生活に役立つ情報が
多く，気づきも多かった。

無 0

企画委員
希望者数

0

2

3事業 現代的課題に係る問題解決・不安解消

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

効 率 性
（平均値）

4
この事業に費やした労力・時
間・事業費は全て適正だった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

気軽に楽しみながら健康維持・向上に取り組める「けん玉」
と，日常生活に欠かせなくなっている「コーヒ―」を題材にした
講座は，高齢者を対象とした講座にピッタリであった。ともに
特別な知識がなくとも気軽に参加でき，深く追求できるもので
あったことが非常に良かった。ただし，「珈琲充実セミナー」は
内容・会場等により，定員を少なく設定せざるを得なかったの
が残念であった。

必 要 性
（平均値）

3
意図したことが十分結果に結び
ついている。

有 効 性
（平均値）

3.5
親しみやすいメニュー設定であった
ため，誰もが積極的に取り組めた。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 100%
誰もが気軽に参加できる
講座で，楽しく学べたと
評価が高かった。

受講者の気
づき（平均値）

80% 90%
誰もが知っているよう
で知らない情報を提
供できた。

サークル
結成数

有 1
活動協力員・担当が講
座をまとめあげ，自主グ
ループ化に繋がった。

企画委員
希望者数

7
講座受講者の意欲も高
く，サークル化への大き
な力となった。

2事業 高齢者の健康寿命延伸，生きがいづくり

目標値 結果 コメント

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

高齢者が増加し，平均寿命がのびている中，社
会的課題である健康寿命の延伸，退職後の生き
がいづくり，仲間づくりなどを意識した事業を実施
する。

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

現代的な課題や，その時々のトレンドなどを踏ま
えた上で，多種多様な事業を展開する。市民に
とっても公民館にとってもより良い事業を実施す
る。

成果

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

現代的課題については，市の様々な部署が取り組んでおり，
今年度のように，公民館と協働で開催する場面も増えてくる
と思われる。積極的に関わりを持っていきたい。また，「美活
いろは塾」は就労女性を対象にし，普段公民館へ来ない層を
ターゲットにしている講座であり，今後も継続していきたい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

毎年，メニューを変えながら行っている高齢者対象の事業で
あるが，今年度は非常にうまくいったと思われる。毎年違うメ
ニューの設定は難しいところであるが，今年度同様に，気軽
に参加でき，奥が深い講座の提供に努めていきたい。



重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%

Ｄ

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

有 効 性
（平均値）

4
十分成果が出ており，，対象や
事業の狙いを見直す必要はな
い

効 率 性
（平均値）

4
この事業の成果に費やした労力は
適当だった。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
意図することが結果に結び付いて
いる。

80% - アンケート未実施

0 アンケート未実施
企画委員
希望者数

80% - アンケート未実施
受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント 目標値

無 0
サークル
結成数

サークル
結成数

目標値 結果 コメント

1事業 家庭教育・親子の居場所

アンケート未実施

アンケート未実施

アンケート未実施

3

4

少ないながらも，利用者がいるた
め，必要性がないとは言えない。

前年比で考えれば，参加者の
増え，有効性は上がったと考え
る。この事業の成果に費やした労
力は適当だった。

-

平成30年度事業評価シート（木戸地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（43）

80%

地域音楽芸能団体や学校，企業等が一体となり，音楽
芸能文化祭を開催することで，地域の世代間交流，そ
して地域活性化を図る。

成果

受講者の気
づき（平均値）

１．コミュニティ（　）　２．学社民（1）　３．家庭教育(1）　４．青少年（　）　５．高齢者（　）　６．現代的課題（　）　７．その他（　）

1事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

無 0

結果

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

実行委員会が精力的に活動し，これぞ地域発の文化
祭と言える理想的なイベントとなっている。これ以上の
事業拡大は難しいと思われるので，維持することが重
要。課題は，実行委員会の高齢化と感じている。

「木戸地区音楽芸能文化祭」では，実行委員会が主体
となって準備を進めているが，H30年度から，打合せ会
議には毎回職員が出席し，準備段階から協力すること
ができるようになった。また，今年度は中学校2校から
出演をしていただき，集客にも結び付いた。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

特定のコミュニティに属しづらい未就園児の親の
居場所として子育てサロンを開設。親同士の交
流，仲間づくりを通じて，子育て不安の解消・軽減
を図る。

-

コメント

学社民の融合による地域の活性化支援

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

1

「木戸っこくらぶ」参加者は前年の24人から2.5倍増の
62人となった。（平均3組程度）立地条件等など，集客
に不利な面が多い中，内容の工夫や懸命な周知活動
の成果が出たことは大変評価できる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

年々，参加者減が続いていた「木戸っこくらぶ」では，
アロマクラフトやヨガ，子どもの足型づくりなど，親の興
味をひくような催しを行い，参加者増に努めた。また，
これまで以上に周知活動にも力を入れた。

0

3

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）



重点名 ○○区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

企画委員
希望者数

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

効 率 性
（平均値）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

サークル
結成数

企画委員
希望者数

目標値 結果 コメント

●評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

●館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

成果

評点

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価



平成３０年度事業評価  コメント記入シート 

 

お名前 

 

 

中地区公民館運営審議会委員様 

 

いつもお世話になっております。 

令和元年６月１０日会議資料の「平成３０年度事業評価シート（公民館別）」をご覧い

ただき，各館別のご意見を賜りたいと思います。この用紙に記入後，７月２３日（火）ま

でに公民館まで返送願います。後日，皆様からいただいたご意見を事務局でとりまと

めます。 

 

中地区公民館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山地区公民館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面もご記入願います。 



木戸公民館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入ありがとうございました。 

７月２３日（火）までに返送願います。 

 

 
新潟市中地区公民館 田中直美 

〒950-0056 

新潟市東区古川町 4-12 

電話   025-250-2910 

ＦＡＸ  025-274-1202 

E-MAIL  naka.co@city.niigata.lg.jp 



令和２年度公民館事業 提案シート 

 

お名前 

 

 

中地区公民館運営審議会委員様 

 

いつもお世話になっております。 

令和２年度の実施事業につきまして，委員の皆様からのご意見を賜りたいと思いま

す。この用紙に記入後，７月２３日（火）までに公民館まで返送願います。後日，皆様か

らいただいたご意見を事務局でとりまとめます。 

 

事業名（仮称） 

 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

目的・趣旨 

 

 

 

 

 

 

その他，補足説明 

 

 

 

 

 

ご記入ありがとうございました。 

７月２３日（火）までに返送願います。 

 

新潟市中地区公民館 田中直美 

〒950-0056 

新潟市東区古川町 4-12 

電話   025-250-2910 

ＦＡＸ  025-274-1202 

E-MAIL  naka.co@city.niigata.lg.jp 


